
教育目標

＜教育目標＞
１，『わくわく 生き活きと輝き、創造的にあそべる子ども』 （あそびが核、あそびを作り出す＝Imagination､Creative）

２，『わくわく 人が好きになり、人に好かれ、思いやれる子ども』（心を伝える、統合保育）

３，『秩序が気持ちよいと感じられる子ども』 （響関のコミュニケーション、言霊、相手の話が聞ける、場に応じた態度、集会への参加の意識、整理整頓、身だしなみ）

↓↓
『わくわく 響き合える豊かなこころをもった子ども』 （弾むこころ、思いやりのある心、感謝）

２０２３年度期別年間目標

年 少 年 中 年 長

学 年 ●保育者との安定した関係の中で、心を解放し、十分に自己発 ●園生活を楽しみ、色々なあそびや友達と意欲的に関わる。 ●友達と話し合ったり協力したり、工夫したりして自分たちで
揮して、保育者や友だち、幼稚園を好きになる。（＝心情） （＝意欲） あそびや生活を進める。（＝主体性）

●保育者や友だちと関わりながらよくあそぶ。 ●自分の考えや気持ちを友達と伝え合って、あそぶことを楽し ●友達の気持ちをわかろうとし思いやりの心を持つ。
●園生活に慣れ、自分のことは自分でしようとする。 む。 ●話を聞くことや、場にふさわしい態度をとる。（＝態度）
●五感を使って自然を感じる。 ●自然に触れ親しむ中で、驚いたり感動したりし、体験を深める。 ●自然や身近な事象への興味関心を通して、感性を養い豊かに
●イメージの世界に浸り身体表現や造形表現を楽しむ。 ●園生活のルールや人の話を聞く姿勢を身につける。 表現する。
●保育者の話を興味を持って聞く。

心 情 意 欲 態度＝秩序

Ⅰ期 － 不安と混乱期 － －不安と混乱期－ － 不安と緊張期 －

４月 ・保育者に親しみ、安心して過ごす。 ・保育者や園生活に慣れ、安心して過ごす。 ・新しい環境（人・物）に慣れ、あそびを楽しむ。
～ ・喜んで登園し、生活の流れがわかり、園生活に慣れる。 ・生活の仕方がわかり、できることは自分でする。 ・年長の自覚を持ち、生活に必要なきまりを守る。
５月連休 ・園の遊具や教材に興味を持ち楽しんであそぶ。 ・自分のしたいことを見つけあそぶ。 ・身近な自然に興味関心をもつ。
明け頃 ・五感を使って自然を感じる。 ・身近な自然に触れ、興味を持つ。 ・異年齢の友だちや保育者と接する。

・生活に必要なきまりを知る。

Ⅱ期 － 自己発揮期 －

５月連休 ・自分の気持ちを表出したり、やりたいあそびを充分に行う。 ・自分のしたいことを見つけ十分にあそぶ。 ・自分なりに工夫したり挑戦したりして思う存分あそぶ。
明け頃 ・園での生活の仕方がわかり、簡単な身の回りの始末が出来る ・保育者や友達とあそびの中でふれあい、親しむ。 ・気の合った友達と目的を持って自分たちのあそびを進める。

～ ・いろいろな感触あそびを楽しむ。 ・身近な素材に触れて楽しむ。 ・身近な自然に触れてあそび、よく見たり考えたり試したりする。
６月 ・あそびや生活の中で友達の存在に気づく。 ・身近な自然に触れてあそぶ。 ・動植物の世話や当番活動に進んで取り組もうとする。

・五感を使って自然を感じる。 ・自分の思ったことや感じたことを、行動や言葉で表現する。 ・異年齢の友だちや保育者と関わってあそぶ。
・必要なきまりや約束を守ろうとする。 ・異年齢のクラスの保育者や友達に興味をもつ。

Ⅲ期 － 自己主張期 －

・夏の自然に触れることを楽しむ。 ・友だちや保育者に対して自己主張をすることを楽しむ。 ・グループの中で意見を聞いたり、自分の思ったことを主張
７月 ・保育者や友だちの中で自己主張をする。 ・活動やあそびの中でクラスの仲間と一緒の楽しさを味わう。 したりする。

～ ・友達に興味をもち、関わってあそぶ。 ・集団行動のルールを守ろうとする。 ・クラスの仲間と気持ちよく暮らす為の行動をとろうとする。
運動会 ・運動あそびや遊戯に興味をもち、元気にあそぶ。 ・異年齢の保育者や友だちに興味を持ち、関わる。 ・主体的に行事に参加し、場にふさわしい態度や行動をとる。

・五感を使って自然を感じる。 ・身近な自然に触れ親しむ。 ・自然や身近な事象やニュースへの興味関心を持つ。(調べる)
・生活習慣を取り戻し、自分で出来ることは自分でする。 ・生活習慣を再確認し自ら行う。

Ⅳ期 － 仲間意識期 －

・積極的に友達（安定した顔ぶれ）とあそぶことを楽しむ。 ・いろいろなあそびを通して友だちとかかわり合うことを楽しむ。 ・クラスの友達と一緒に共通の目的に向かって工夫し協力し、
運動会 ・戸外で体を十分動かし、いろいろなあそびを楽しむ。 ・友だちと戸外で体を十分に動かしてあそぶ。 意欲的、主体的にあそびや仕事を進める。（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ的な活動）

～ （運動あそび、伝承あそび、表現あそびなど） ・感じたことやイメージをいろいろな方法で表現することを楽し ・いろいろな経験を通して友だち同士共感や刺激し合いながらイメ
１２月 ・経験したこと、感じたことなどを進んで話し対話を楽しむ。 む。 ージを豊かにし、感動を表現する。

・五感を使って自然を感じる。 ・身近な自然をあそびに取り入れイメージを広げる。 ・いろいろな材料や用具を選び工夫して表現する。
・感じたことやイメージを楽しんで表現する。 ・異年齢の保育者や友だちと関わってあそぶ。 ・生活の中で自ら決まりを守り、けじめをつける。

Ⅴ期 － 自己充実期 －

・友だちの中で自分の思いや考えを主張しながら、友だちの話 ・仲間の中で自分の思いや考えを主張しながら、仲間を受け入 ・グループやクラス全体の中で、ひとつの活動に対し仲間と見
１月 を聞いたり受け入れようとする。 れようとする。 通しをたてて主体的に協力して進めていく。

～ ・心の安定感が増し、のびのびと生活やあそびを楽しむ。 ・友達とのつながりを深めながら園生活を楽しむ。 ・自他の良さがわかり互いの意見や行動を尊重し認め合う。
３月 ・３才児なりの基本的生活習慣やきまりが身につく。 ・興味のあるあそびに積極的に参加し、工夫する。 ・自分の持っている創造力、表現力を十分に発揮する。

・五感を使って自然を感じる。 ・生活習慣が身につき、自信を持って行動する。 ・成就感から自信をもって行動する。
・大きくなった喜びと進級の期待を持つ。 ・友達と関わりながら表現あそびを楽しむ。 ・１年生になる喜びと自覚をもって主体的に行動する。

・自然の変化に興味を持ち、進んで関わろうとする。 ・自然を通して仲間と感動を共有しながら感性を豊かにしていく。
・進級の意味がわかり年長への期待を持つ。


